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【防災・まちづくりに関する研究】

持続可能なまちづくりを支える人々のネットワーク
－岐阜県恵那市岩村町を事例として－など

防災意識向上のための埋没便益への気付き

【環境・経済に関する研究】

など

アクセシビリティを考慮した岐阜県道路ネットワーク
の接続脆弱性評価

【交通に関する研究】

【景域に関する研究】

の接続脆弱性評価 など

東海自然歩道の建設とその背景 など



地域活性化システム論

地域活性化システム論
地域活性化のための取り組み・事例 アイデアの発想法

ファシリテーションの必要性 企画力・事業計画書の作成



地域活性化システム論

地域システム計画研究室のまちづくり活動

夏ゼミ 2008 in 石徹白（郡上市）

夏ゼミ 2009 in 小坂（下呂市）夏ゼミ 2009 in 小坂（下呂市）

岩村景観まちづくりワークショップ（恵那市）

すのまた景観ワ クシ ップ（大垣市）すのまた景観ワークショップ（大垣市）

日置江地区自主防災活動（岐阜市）

種蔵そば祭り写メールコンテスト（飛騨市）

夏ゼミ 2010 in 岩村「ザ・縁日」（恵那市）夏ゼミ 2010 in 岩村 ザ 縁日」（恵那市）

イベントワークショップ ニューズレター



夏ゼミ －地域の魅力探しー

石徹白(いとしろ）

◇住民の人と一緒に村が抱える問題点を話し合った。

◇村を歩いて、学生の目から見た「いいもの」を探した。◇村を歩いて、学生の目から見た いいもの」を探した。

（2008年）

小坂(おさか)

◇岐阜の宝物一号の滝を見学し、まちの中へ人が流
れず、滝を見ただけで帰ってしまう現状があること
を確認した。

◇住民の人と一緒にまちを歩いて、グループワークで、
まち興しの提案を行った。

（2009年）

恵那市景観まちづくりワークショップ （2009年）

恵那市の景観計画策定のため、観

京都大・早稲田大・日本大とともにワークショップを行った。

住民の人たちと景観資源を確認して、

後世に引き継いでいく景観や地域の魅力を話し合 た後世に引き継いでいく景観や地域の魅力を話し合った。

《対象地》 岩村・明智・山岡・富田《対象地》 岩村 明智 山岡 富田



恵那市景観まちづくりワークショップ （2009年）

住民の人たちが選んだ住民の人たちが選んだ、
残したい風景、大事な風景

ワークショップ × 公共政策デザイン

学生は、来年の「公共政策デザインコンペ」に
向けて 墨俣地域に貢献できる公共政策の内向けて、墨俣地域に貢献できる公共政策の内
容を検討している。

すのまた景観まちづくりワークショップ

出村嘉史先生は大垣市景観アドバイザーとして
墨俣地域を対象に、まちづくりのワークショップ
の運営を委託されているの運営を委託されている。

出村先生とともに 研究室のメンバ が

ワークショップ + 準備 + 計画

出村先生とともに、研究室のメンバーが、
地域が抱えている問題を考えている。



本年度の取り組みの紹介
・防災訓練 【日置江】

◇目的：自分達の住んでいる地域に起こり得る災害に

ついて知 てもらう

◇内容：

ついて知ってもらう。

小学生を対象にエッキーの作成した。

作成した キ を使 て 地盤の液状化が作成したエッキーを使って、地盤の液状化が

発生する様子を観察する実験を行った。

・携帯写メールコンテスト【種蔵】（新そば祭り）

◇目的 種蔵地区以外に住んで る方には種蔵 魅◇目的：種蔵地区以外に住んでいる方には種蔵の魅

力を発見し味わってもらい、種蔵地区の住民

の方には外から種蔵を見た時の魅力につい

◇内容：

て知ってもらう。

携帯のカメラ機能を使って種蔵の写真を撮影

してもらいweb上のサイトに投稿してもらうしてもらいweb上のサイトに投稿してもらう。

その写真をコンテスト形式で掲載し投票。

本年度の取り組みの紹介
・夏ゼミ（縁日） 【岩村】

災害発生時に安全を確保してもらいたい。
～楽しく工作、楽しく防災～

災害発 時 安 確保し 。

そのために、防災意識を高めてもらう必要がある。

しかし．．．
現状の講習会のような防災教育では、住民の方
の防災意識向上は難しい。

岩村地域の「縁日」で、主に子どもたちを対象岩村地域の 縁日」で、主に子どもたちを対象
に、工作教室と称したブースを設け、簡単な
防災グッズを作る。

岩村
町

楽しい工作を通じて、子どもたちや親御さん
に防災のことを考えるキッカケを与えるに防災のことを考えるキッカケを与える。



縁日での防災教育の経緯

 「防災」について興味をもってもらうために縁日で防災教育を

行うことにした行うことにした。

 竹内 裕希子先生（京都大学大学院地球環境学堂 特定助

教博士）にアドバイスをいただき、エッキー作りなどを通して防

災教育を行うことに決定。災教育を行うことに決定。

H22 7.22
竹内 裕希子先生に「エッキー」 「ゆらゆら」

竹内先生によるタツマッキーの実践風景

竹内 裕希子先生に「エッキー」、「ゆらゆら」、
「空気砲」、「タツマッキー」などの防災教育具
グッズについて指導していただきました。

竹内先生によるタツ ッキ の実践風景

防災グッズの例

地震が発生した時に起こる「地盤液状化 とい

エッキー
地震が発生した時に起こる「地盤液状化」とい
う現象がどのようなものか見ることのできる装置。

必要なもの必要なもの：

・ペットボトル （炭酸系のペットボトルが良い）

・砂 （粒径の均一なものが良い）・砂 （粒径の均 なものが良い）

・ピン （頭がプラスティックのもの）

・シール （完成後、キャップに貼る）

・水

・流し上手 （砂用・水用の2つ）

独立行政法人
防災科学技術研究所防災システム研究センター

※開発：

防災科学技術研究所防災システム研究センタ

当日配布したPOP



岩村の縁日

縁日のポスター 縁日 各ブースの様子 縁日の会場縁日 ステージ

岩村での縁日の様子。
縁日の会場は岩邑中学校のグラウン
ドで、岩村城のモニュメント、ステージ、ドで、岩村城のモニュメント、ステ ジ、
出典ブースなどがグラウンドを取り囲
む形の会場となっていた。

縁日の出店に混じる防災教育ブース

防災教室の様子

タツマッキーエッキー

ゆらゆら 空気砲



作成の様子（エッキー ver。）

作成 説明

完成 実験

ブースの様子



研究室での地域連携 ～まとめ～

INPUT[学ぶ] OUTPUT[実践]INPUT[学ぶ] [実践]

•地域活性化システム論 •夏ゼミ
プ

•ゼミなどでの議論

など

•ワークショップ
•防災訓練

など ・・・など・・・など

研究室として、地域にどう関れるかを考え、研究室として、地域 どう関れるかを考え、
さまざまな取り組みを行っています。

ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました


